
昭和53年10月１日発行
第３柚郵便物認可 日生研たより 6９

山羊の実験的アレルギー性血管炎
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各臓器・組織の変化は，固有肝動脈の動脈瘤は内・中

膜の壊死・剥離，壁内出血，血管炎，肉芽組織増殖およ

び平滑筋細胞の再生より成った。肝門部の肥厚した胆管

は粘膜上皮の腺腫性増生，固有層および周囲組織におけ

る血管炎，形質細胞浸潤および結合組織増殖より成り，

肝では小葉間間質における概して急性の血管炎および胆

管病変，結合組織増殖および偽胆管形成より成った。暦
では血管炎の著明な部位に一致して皮質領域が襖状に硬

化性変化を呈し，Nephronの消失，硝子様物質沈綺，
硝子様円柱，糸球体硬化および嚢への癒着，嚢の線維性

肥厚および硝子様物質沈藩ならびに糸球体の局所壊死が
みられた。その他の鴨領域では糸球体病変（腫脹，

mesanguim細胞増数，嚢への癒着）が目立った。

動脈瘤をはじめ肝および腎の諸病変は血管炎の発生が
素地となり惹起されたものと考えられる。症例に観察さ

れた血管炎の病態はヒトその他の哺乳動物に稀にみられ

る結節性動脈周囲炎あるいは血澗アレルギー等の所見に
類似した。

診断名：山羊の実験的アレルギー性血管炎

標本：山羊の固有肝動脈，肝並びに腎

症例は家兎IgGに対する免疫血清作出を目的として

1976年７月に当研究所が１農家により購入した山羊の１

頭に認められたものである。導入後１週間隔でcompIete
fteund，sadjuvant加家兎IgGを１回30mgあて四肢筋肉

内へ計16回（７ヶ月間）注射し，最終注射の１週後に死

亡した。

肉眼的には，固有肝動脈の剥離性動脈瘤形成(５ｘ２．５
cm）およびその破裂に伴なう腹腔内大出血，肝門部胆管

壁の肥厚，肺尖葉の水腫および四肢の注射部の陳旧化臘

およびadjuvantの乳化物残留がみられた。

組織学的に，特徴的所見は小動脈および細動脈に主座

する多発性血管炎で，好発部位は肝，肥厚した胆管壁，

動脈瘤壁および腎であった。その病態は新旧様々で，急
性期とみられた変化は血管壁の水腫，硝子様物質沈籍お
よび組織球浸潤を主病変とし，他に血管周囲の水腫およ

び形質細胞浸潤を伴なった（図１，×80)｡慢性病変は血
管壁における肉芽組織増殖および囲管性の著明なonion‐
skinｔｙｐｅの線維化を示した（図２，ｘ80)｡同一血管で
慢性病変と急性病変とが混在することが多かった。

）

－３－


